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気
候
変
動
に
関
す
る
最
新
の
科
学
的
知
見

を
提
供
す
る
政
府
間
機
構
「
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
」（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
が
、

世
界
中
の
４
０
０
０
人
近
く
に
上
る
専
門
家

の
協
力
を
得
て
２
０
０
７
年
に
発
表
し
た
第

４
次
評
価
報
告
書
。
気
候
の
変
化
と
そ
の
影

響
に
関
す
る
観
測
結
果
を
ま
と
め
、「
も
は

や
疑
う
余
地
が
な
い
」
と
、
地
球
温
暖
化
の

事
実
を
断
定
し
た
。

　

気
温
や
海
面
水
位
の
上
昇
、
氷
河
の
融
解

な
ど
、
温
暖
化
・
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
地

球
環
境
の
急
激
な
変
化
が
進
み
、
海
面
上
昇

に
伴
う
低
地
・
海
岸
地
域
の
水
没
、
干
ば
つ
・

集
中
豪
雨
・
洪
水
な
ど
の
異
常
気
象
・
自
然

災
害
の
増
加
、
食
料
・
水
問
題
の
深
刻
化
な

ど
が
各
地
で
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

報
告
書
は
温
暖
化
の
原
因
に
つ
い
て
「
人

人
為
活
動
に
よ
る

急
速
な
地
球
温
暖
化

京
都
議
定
書
以
後
の

排
出
削
減
の
枠
組
み
を
議
論

為
活
動
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
が
原

因
で
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
が
非
常
に
高

い
」
と
し
て
い
る
。
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
石

油
や
石
炭
な
ど
の
化
石
燃
料
の
燃
焼
や
、
工

業
、
農
業
、
輸
送
な
ど
、
人
間
の
生
産
・
生

活
活
動
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
。
18
世
紀

後
半
の
産
業
革
命
以
降
、排
出
量
が
急
増
し
、

温
暖
化
の
最
大
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

排
出
量
の
大
半
は
、
こ
れ
ま
で
欧
米
な
ど

先
進
国
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
近
年
は
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
の
新
興
国

や
、
発
展
へ
の
歩
み
を
始
め
た
開
発
途
上
国

に
よ
る
排
出
量
が
増
加
。
近
い
将
来
、
先
進

国
全
体
の
排
出
量
を
上
回
る
の
は
確
実
だ
。

そ
の
た
め
、
気
候
変
動
が
も
た
ら
す
被
害
を

最
小
限
に
す
る
に
は
、
途
上
国
も
含
め
、
国

際
社
会
が
一
丸
と
な
っ
て
排
出
量
の
効
果
的

な
抑
制
・
削
減
に
取
り
組
む
姿
勢
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、〝
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
や
環
境
負
荷
が
伴
う
経
済
発

展
〞
と
い
う
従
来
の
「
開
発
」
か
ら
、〝
開

発
を
進
め
な
が
ら
も
排
出
を
抑
制
し
、
自
然

環
境
保
全
や
資
源
の
有
効
利
用
な
ど
に
も
配

慮
し
て
い
く
〞
と
い
う
新
た
な
「
開
発
」
へ

の
転
換
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
点
だ
。
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に

よ
っ
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
抑
制
す
る

「
低
炭
素
社
会
」
や
、
資
源
の
再
利
用
な
ど

に
努
め
る
「
循
環
型
社
会
」、
人
々
の
暮
ら

し
が
自
然
環
境
を
損
な
わ
な
い
よ
う
管
理

し
、
生
態
系
を
守
る
「
自
然
共
生
型
社
会
」

の
実
現
に
よ
っ
て
、
新
た
な
「
開
発
」
に
基

づ
く
持
続
可
能
な
社
会
を
築
く
こ
と
が
で
き

る
は
ず
だ
。

　

国
際
社
会
に
お
け
る
気
候
変
動
対
策
の
協

議
の
場
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
の
が
、
１
９
９
５
年
に
始
ま
っ
た
「
気
候

変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議
」（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）だ
。

97
年
に
京
都
で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
で

地
球
温
暖
化
が
も
た
ら
す
気
候
変
動
の
影
響
が
世
界
各
地
で
顕
在
化
し
、

さ
ら
な
る
被
害
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
。

気
候
変
動
対
策
で
国
際
社
会
に
求
め
ら
れ
る
視
点
、
議
論
の
動
向
、

気
候
変
動
に
脆
弱
な
開
発
途
上
国
を
支
援
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
取
り
組
み
と
は
。

ぜ
い
じ
ゃ
く

成
長
と
気
候
変
動
対
策
の

両
立
を
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は
、
温
暖
化
へ
の
初
の
国
際
的
取
り
組
み
と

し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
主
要
排
出
国
に
対

し
て
２
０
１
２
年
ま
で
の
排
出
削
減
目
標
を

定
め
た
「
京
都
議
定
書
」
を
採
択
。
削
減
義

務
が
生
じ
る
約
束
期
間
が
08
年
よ
り
始
ま
っ

て
い
る
。

　

08
年
7
月
に
北
海
道
・
洞
爺
湖
で
開
催
さ

れ
た
主
要
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
）

で
は
、「
世
界
全
体
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
少
な
く
と
も
半

減
さ
せ
る
」と
の
長
期
目
標
の
合
意
に
至
り
、

具
体
化
に
向
け
た
協
議
を
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
進
め
て

い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
現
在
、
京
都
議

定
書
に
続
く
２
０
１
３
年
以
降
の
新
た
な
枠

組
み
づ
く
り
へ
の
議
論
が
大
詰
め
を
迎
え
て

お
り
、
09
年
12
月
７
〜
18
日
に
デ
ン
マ
ー
ク
・

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
開
催
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15

で
の
最
終
合
意
を
目
指
し
て
い
る
。

　

日
本
は
08
年
、「
ク
ー
ル
ア
ー
ス
推
進
構

想
」
を
提
唱
。
排
出
削
減
と
経
済
成
長
の

両
立
に
関
す
る
政
策
協
議
を
経
た
途
上
国

に
対
し
、
気
候
変
動
対
策
に
取
り
組
む
た

め
の
資
金
供
与
や
技
術
移
転
の
資
金
メ
カ

ニ
ズ
ム
と
し
て
、
５
年
間
で
約
１
０
０
億

ド
ル
に
上
る
「
ク
ー
ル
ア
ー
ス
・
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
」
を
構
築
し
た
。
ま
た
、
８

月
に
開
催
さ
れ
た
国
連
気
候
変
動
首
脳
会

合
で
は
、
鳩
山
由
紀
夫
首
相
が
、
よ
り
積

極
的
な
各
国
の
削
減
努
力
を
促
す
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
主
要
排
出
国
に
よ
る
意
欲

的
な
目
標
の
合
意
を
前
提
に
、
日
本
の
温

室
効
果
ガ
ス
削
減
の
中
期
目
標
と
し
て
「
２

０
２
０
年
ま
で
に
１
９
９
０
年
比
25
％
の

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
目
指
す
」
と
の
国

際
公
約
を
掲
げ
た
。
さ
ら
に
、
途
上
国
の

気
候
変
動
対
策
に
対
し
、「
こ
れ
ま
で
と
同

等
以
上
の
資
金
的
、
技
術
的
な
支
援
を
行

う
用
意
が
あ
る
」、「
公
的
資
金
に
よ
る
途

上
国
へ
の
資
金
や
技
術
の
移
転
は
重
要
不

可
欠
」
と
い
っ
た
、
日
本
政
府
と
し
て
の

途
上
国
支
援
へ
の
考
え
を
表
明
し
た
「
鳩

山
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
を
提
唱
す
る
な
ど
、

気
候
変
動
対
策
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

姿
勢
を
示
し
た
。

　

気
候
変
動
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
運
輸
・

交
通
、
水
資
源
、
防
災
、
農
業
、
保
健
・

衛
生
な
ど
、
途
上
国
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
に
関
係
し
、
途
上
国
に
と
っ
て
気
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気
候
変
動
の
脅
威
に
対
す
る

適
応
策
支
援

コ
ベ
ネ
フ
ィッ
ト
型
の

緩
和
策
を
推
進

候
変
動
の
問
題
は
、
ま
さ
に
開
発
の
問
題

そ
の
も
の
だ
と
い
え
る
。
そ
れ
ら
は
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
協
力

と
も
密
接
に
関
連
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

安
定
供
給
や
都
市
交
通
整
備
、
安
全
な
水

の
供
給
、
治
水
、
防
災
計
画
の
作
成
、
灌

漑
施
設
の
整
備
、
保
健
・
衛
生
シ
ス
テ
ム

の
整
備
な
ど
、
そ
の
多
く
が
、
気
候
変
動

へ
の
対
策
に
つ
な
が
る
も
の
だ
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

は
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も
と
に
、
技
術
協

力
、
有
償
資
金
協
力
、
無
償
資
金
協
力
の

３
ス
キ
ー
ム
を
効
果
的
に
活
用
し
、
よ
り

包
括
的
な
気
候
変
動
対
策
支
援
を
展
開
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
協
力
が
、
途
上
国

の
低
炭
素
開
発
へ
と
結
び
つ
く
。

　

温
暖
化
対
策
の
一
つ
、「
緩
和
策
」
は
、
二

酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
な
ど
の
排
出
量
を
抑

制
し
、
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度

を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
も
の
。
例
え
ば
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
実
施
す
る
植
林
、
都
市
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
化
石
燃
料
に
代
わ

る
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
、
廃
棄
物
管

理
の
促
進
な
ど
は
緩
和
策
と
し
て
効
果
が

高
い
。
ま
た
、
貧
困
削
減
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
確
保
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
途
上
国

が
抱
え
る
開
発
課
題
に
対
す
る
支
援
に
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
保
全
な
ど
の
持
続

可
能
な
開
発
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
成
長

と
温
室
効
果
ガ
ス
抑
制
の
両
立
を
目
指
す

「
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
型
」
の
視
点
を
重
視
し

て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
緩
和
策
の
一
環
と
し
て
、
先

進
国
と
途
上
国
が
協
力
し
て
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

先
進
国
の
削
減
目
標
の
達
成
と
と
も
に
、

途
上
国
の
持
続
可
能
な
開
発
に
も
貢
献
す

る
「
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
」（
Ｃ
Ｄ

Ｍ
）
も
促
進
し
て
い
る
【
14
ペ
ー
ジ
に
エ

ジ
プ
ト
の
事
例
】。Ｃ
Ｄ
Ｍ
を
通
じ
て
得
ら

れ
る
排
出
削
減
量
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
に
よ

る
追
加
的
収
入
が
途
上
国
の
地
域
開
発
や

貧
困
削
減
な
ど
の
支
援
に
充
て
ら
れ
れ
ば
、

開
発
効
果
の
さ
ら
な
る
向
上
に
つ
な
が
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
う
し
た
Ｃ
Ｄ
Ｍ
の
取
り
組

み
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
に
、
途
上
国

の
Ｃ
Ｄ
Ｍ
関
係
機
関
の
能
力
開
発
や
制
度

の
整
備
に
も
協
力
す
る
な
ど
、
気
候
の
安

定
化
に
貢
献
し
よ
う
と
努
力
す
る
途
上
国

に
対
し
て
、
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　

一
方
、
途
上
国
の
社
会
全
体
が
自
ら
排

出
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
は
、

公
的
機
関
だ
け
で
な
く
、
現
地
企
業
な
ど

民
間
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
活
動
が
欠
か
せ
な

い
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
民
間
セ
ク
タ
ー
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
化
の
促
進
や
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
技
術
・
知
識
の
移
転
、「
ツ
ー
ス
テ
ッ
プ

ロ
ー
ン
」※
に
よ
る
資
金
協
力
な
ど
を
通
じ
、

途
上
国
の
排
出
抑
制
努
力
を
後
押
し
し
て

い
る
。

　

し
か
し
、
い
か
に
早
急
に
緩
和
策
を
推

進
し
て
も
、
も
は
や
あ
る
程
度
の
気
候
変

動
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ら
を

少
し
で
も
軽
減
し
よ
う
と
、
社
会
全
体
を

見
直
し
、
気
候
変
動
の
影
響
に
対
処
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
く
の
が「
適
応
策
」だ
。

代
表
的
な
も
の
に
、
護
岸
や
堤
防
整
備
、

サ
イ
ク
ロ
ン
シ
ェ
ル
タ
ー
の
建
設
、
安
全

な
水
供
給
施
設
の
整
備
、
水
資
源
の
適
正

管
理
、
貴
重
な
生
態
系
を
保
全
す
る
た
め

の
国
立
公
園
の
管
理
、
海
岸
保
全
・
洪
水

対
策
に
有
効
な
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
保
全
、

乾
燥
や
病
害
虫
へ
の
耐
性
に
優
れ
た
農
作

物
の
品
種
開
発
、
感
染
症
対
策
や
保
健
・

衛
生
な
ど
の
分
野
に
お
け
る
能
力
向
上
支

援
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
、
各
分
野
で
の
こ

れ
ま
で
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
が
、
気
候
変

動
に
脆
弱
な
地
域
や
人
々
を
守
る
た
め
に

生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
適
応
策
を
推
進
す
る
上
で
は
、

気
温
や
降
水
量
が
ど
う
変
化
し
、
生
態
系

や
農
業
、
沿
岸
地
域
が
ど
ん
な
影
響
を
受

け
る
の
か
と
い
っ
た
、
予
測
が
難
し
い
不

確
定
要
素
が
多
く
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、

気
象
観
測
や
気
候
変
動
予
測
、
影
響
評
価

な
ど
に
基
づ
い
た
、
地
域
ご
と
に
異
な
る

適
応
策
の
立
案
・
実
施
へ
の
支
援
も
行
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
国
を
挙
げ
て
気
候
変
動
対
策
に

取
り
組
む
途
上
国
を
包
括
的
に
支
援
し
よ

う
と
、
政
策
支
援
型
の
協
力
も
強
化
。
両

政
府
間
で
設
置
し
た
気
候
変
動
に
か
か
る

各
政
策
ア
ク
シ
ョ
ン
の
着
実
な
実
施
を
促

進
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
た
助
言
と
と

も
に
、
途
上
国
政
府
の
一
般
財
政
へ
の
資

金
支
援
や
、
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
資

金
面
・
技
術
面
で
の
支
援
を
組
み
合
わ
せ

た
協
力
を
展
開
し
て
い
る
【
10
ペ
ー
ジ
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
事
例
】。
さ
ら
に
、
日
本

の
優
れ
た
科
学
技
術
の
知
見
を
生
か
し
、

国
内
の
大
学
や
研
究
機
関
と
と
も
に
途
上

国
側
の
気
候
変
動
対
策
に
か
か
る
研
究
を

支
援
す
る
、
新
た
な
試
み
も
始
め
て
い
る

【
16
ペ
ー
ジ
に
ブ
ー
タ
ン
、
ツ
バ
ル
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
事
例
】。
そ
し
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
究
所

で
は
、
世
界
銀
行
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
と

の
共
同
で
、
気
候
変
動
が
ア
ジ
ア
の
大
都

市
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
研
究
を
進
め

て
お
り
、
今
後
、
リ
ス
ク
に
対
す
る
具
体

的
な
適
応
策
を
提
言
と
し
て
ま
と
め
て
い

く
。

　
「
共
通
だ
が
差
異
の
あ
る
責
任
」
の
原
則

の
も
と
、
国
際
社
会
が
一
致
団
結
し
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
気
候
変
動
問

題
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て

き
た
持
続
可
能
な
開
発
の
経
験
を
土
台
に
、

政
策
レ
ベ
ル
か
ら
具
体
的
な
事
業
実
施
へ

の
支
援
、
研
究
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
切
り

口
か
ら
、
国
際
社
会
に
お
け
る
気
候
変
動

対
策
に
貢
献
し
て
い
く
。

世界のCO2排出量（2005年）

（参考）環境省資料　※COP3開催時点での加盟国数

アメリカ
21.4%その他

25.6%

オースト
ラリア
1.4%

インドネシア
1.3%

合計約271億トン
（炭素換算）

中国
18.8%

ロシア
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日本
4.5%

インド
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メキシコ 
1.4%

欧州連合（EU） 
旧15カ国※
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経済協力開発機構（OECD）加盟高所得国、
中・東欧、独立国家共同体（CIS）
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開発途上国

（100万人）

250

200

150

100

50

0
1975-79

（参考）UNDP「Human Development Report 2007/2008」

1980-84 1985-89 1990-94 1995-99 2000-04（年）

JICAの気候変動対策支援

技術協力・有償資金協力・無償資金協力

日本の技術・民間技術の活用／国際社会に貢献する研究の推進

水資源・防災

農業・食料

森林・自然環境

国土保全・地域開発

保健・衛生

適応策

再生可能エネルギー・省エネルギー

電力・エネルギー

森林・自然環境

環境管理

運輸交通

水資源・防災

農村開発

緩和策

政策支援型気候変動対策

気候変動への
脆弱性に対して、
適応能力や気候耐性

を強化

途上国
民間セクター
への支援

CDM事業

コベネフィット
型事業

※途上国政府や政府系金融機関を通じて、途上国の民間企業に低利で融資を行うもの。


